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令和 6 年度 海外派遣研究員研究報告書〔研究実績〕 

 

令和 7 年 9 月 10 日 

日 本 大 学 理 事 長  殿 

日 本 大 学 学 長  殿 

 

所   属  薬学部              

資格・氏名  教授・廣瀬 大           

 

 令和 6 年度海外派遣研究員（短期 A）の研究実績を，下記のとおり報告いたしま

す。 

 

記 

１ 区 分   短期 A   

２ 研 究 課 題 

ハワイ諸島における病原真菌の種多様性に関する調査 

３ 派 遣 期 間  西暦 2025 年 1 月 6 日 ～ 2025 年 4 月 27 日  

４ 派 遣 先    アメリカ合衆国                   

５ 研 究 目 的   

 

真菌は胞子などの分散体を介して大陸間のような長距離を分散しているのだろう

か？その可能性を評価することは、病原真菌の地理的分布の将来予測をする上で重

要である。ハワイ諸島は太平洋の中央に位置する海洋島で、地球上で最も大陸から

離れた島嶼の一つである。このことはハワイ諸島が真菌の長距離分散を評価するの

に絶好のフィールドであることを意味している。しかし、ハワイ諸島における真菌

の多様性研究は動植物に比べて遅れており、病原真菌の分布パターンが明らかにさ

れている種は殆どない。そこで本調査では、オアフ島を中心に病原真菌種を含む属

である Aspergillus 属と Penicillium 属をターゲットとした多様性調査を行うことにし

た。これらの属は派遣者が日本国内や欧州で多様性研究の対象としてきた材料であ

り、それらのデータとの比較を最終的に行うことができる。本研究の最終的な目的

はハワイ諸島に分布する真菌が貿易風のような大気の流れの影響を受けて長距離分

散しているかを評価することであるが、派遣期間中にはハワイ諸島の対象菌群の菌

株を確保することを目標とした。  

 

  



（ 様式Ｄ-２ ） 

 

６ 研 究 概 要 

① 研究の方法 

 

本研究では Aspergillus 属と Penicillium 属を調査対象としハワイ諸島における種多様

性調査を行った。両属の分離源として土壌、植物根、蜂蜜を選択した。土壌と植物根

はオアフ島で採取し、蜂蜜はハワイ諸島の主要な島で生産されたものを入手した。採

取もしくは入手した分離源からの菌の分離培養は、土壌からは滅菌コーンを用いたベ

イト法、植物根からは表面洗浄法と好稠性培地を用いた選択分離法、蜂蜜からは好稠

性培地を用いた希釈平板法により行った。  

 

② 渡航先での活動内容 

 

現地共同研究者と相談し、2025 年 2 月にオアフ島の 3 調査地（図 1; Waimānalo 

Research Station、Poamoho Research Station、Harold L. Lyon Arboretum）において土壌

（各調査地毎に森林 10–20 箇所と草地 10 箇所、合計 70 試料）と植物根（合計 20 科

28 種 35 試料）を採取した。試料を採取後、ハワイ大学マノア校土壌微生物生態学研

究室において、土壌からは滅菌コーンを用いたベイト法、植物根から洗浄法によりそ

れぞれから Aspergillus 属と Penicillium 属を分離培養することができた。加えて両属が

頻繁に分離されている蜂蜜からの菌株の獲得を試みた。2025 年 1 月から 3 月にかけて

4 島産 59 試料（ハワイ島 27 試料、カウアイ島 7 試料、マウイ島 5 試料、モロカイ島 1

試料、オアフ島 19 試料）と比較対象のアメリカ本土産 8 試料を市場などから入手し

た。同研究室において DG18 培地を用いた希釈平板法による選択培養を行い、

Aspergillus 属と Penicillium 属を含む純粋培養株を確立した。  

 

 

図 1 土壌及び植物根を採取した調査地(A)と調査に用いた蜂蜜の生産地(B) 
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７ 研究結果・成果 

 

 本調査により、まずオアフ島の 3 調査地 30 箇所から採取した土壌から Aspergillus 属

141 菌株を分離培養することができた（表 1）。Aspergillus 属は各調査地の景観を問わ

ず高頻度で分離されたが、Aspergillus fumigatus は Waimānalo Research Station と

Poamoho Research Station では草地や裸地の土壌からは分離されず、他の森林に近い景

観の土壌からは 100%の頻度で分離された。次にオアフ島の 3 調査地から採取した植物

根 35 試料から Penicillium 属 132 菌株を分離培養することができた（表 2）。Waimānalo 

Research Station では 10 科 12 種の植物のうち 9 科 11 種から 58 菌株、Poamoho 

Research Station では 11 科 12 種の植物のうち 7 科 7 種から 30 菌株、Harold L. Lyon 

Arboretum では 10 科 11 種の植物のうち 9 科 9 種から 44 菌株が分離された。最後にハ

ワイ諸島及び本土産蜂蜜からは Aspergillus 属と Penicillium 属を含む 562 菌株を獲得す

ることができた（表 3）。ハワイ島産 27 試料のうち 25 試料から 285 菌株、オアフ島産

19 試料のうち 15 試料から 110 菌株、カウアイ島産 7 試料のうち 6 試料から 52 菌株、

マウイ島産 5 試料のうち 4 試料から 42 菌株、モロカイ島産 1 試料から 6 菌株、本土産

8 試料から 62 菌株が分離された。蜂蜜の採取地や蜜源植物の違いと分離菌株数の間に

関係性はみられなかった。  

今後、今回分離した全ての菌株について rRNA ITS 領域と CaM 遺伝子（Aspergillus

属）もしくはβチューブリン遺伝子（Penicillium 属）の部分塩基配列の決定と形態観

察により分類学的記載を行う。その結果を日本や欧州のデータと比較を行うことで菌

種レベルでのハワイ諸島の真菌相の独自性を評価する。なお、新種が発見された際に

は記載論文を作成する。さらに、Aspergillus fumigatus などについては GRAS-Di 法によ

り一塩基多型に基づくジェノタイピングを行い、集団遺伝学的解析や分子系統学的解

析により日本や欧州由来の菌株と比較し、風や海流による長距離の胞子分散の可能性

を探る予定である。  
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〔７ 研究結果・成果（つづき）〕 

 

表 1 オアフ島の 3 調査地の土壌から分離された Aspergillus 属 

 

 

 

表 2 オアフ島の 3 調査地の植物根から分離された Peniciilium 属  
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〔７ 研究結果・成果（つづき）〕 

表 3 ハワイ諸島及び本土産蜂蜜の由来と分離された菌株数  

 

以  上 


